
教員の資質向上に関する指標（事務局案） 

 
 愛知県の小中学校、高等学校、特別支援学校に勤務している全ての教員の

みなさんが、どのような資質・能力を身に付け、どのような姿を思い描いて

キャリアを積んでいけばよいのかを指し示す羅針盤として、この『教員育成

指標』を作成しました。 
 

○『教員育成指標』とは 

 この指標は、教員として身に付けたい資質・能力を縦軸に、着任時の姿か

ら基盤づくり、ミドルリーダー、シニアリーダーというキャリアステージを

横軸に、それぞれの求める姿を示した表となっています。 
 教員である自分を見つめ、現在、どのキャリアステージにいて、どのよう

な力を発揮すればよいのか、次に何を目指していけばよいのかを考え、行動

するための指標となるものです。 
 なお、養護教諭や栄養教諭の指標については、教諭とは違った職能を入れ

込んで示してあります。また、校長については、さらに専門性を加え、管理

職として学校をリードするという立場で必要な資質・能力を示しました。 
 

○一人一人の個性や適性を生かすために 

 教員も人間であり、さまざまな個性や適性があります。それぞれの得意分

野を生かしつつ、苦手分野にも取り組みながら、学校における教育活動に貢

献できる教員となってもらいたいと考えています。 
 例えば、自分の得意分野について考えるとき、「私は、指標を眺めると、特

に『児童生徒理解』や『生徒指導』の第２ステージの姿が近いな」と思えば、

右隣りの第３ステージの姿を表から読み取り、その姿を思い描いてその実現

に努めてほしいと思います。生徒指導主事や進路指導主事という立場でなく

ても、同僚として支えたり、経験を生かした助言をしたりして、学校全体に

目を配り、他の資質・能力も高めながら、周りの教員をリードできる魅力あ

る教員を目指してほしいと思います。 
 また、初任者にとっては、「これから教員としてどのように歩んでいこうか」

という目標を定める中で、指標に示された具体的な理想とする教員像を、経

験を積み重ねながら、目指してほしいと考えています。 
 
 この『教員育成指標』を活用することにより、愛知県の教員一人一人が、

目標をもって生き生きと仕事に取り組み、これからの社会をたくましく生き

る子どもたちを育成するための教育活動が、ますます推進されることを願っ

ています。 
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